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豊かな人生儀礼

松
戸
市
立
博
物
館
の
「人
生
儀
礼
の
世
界
」展
を
見
る

宮
参
り
の
祝
い
着
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
前
で
お
ば
様
が
ふ
た
り
、
し
み
じ
み
と

語
り
合
っ
て
い
る
。
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
お

う
と
思
っ
た
が
遠
慮
し
た
。
人
は
過
去
を
持

つ
。
過
去
の
社
会
的
慣
習
と
し
て
の
儀
礼
の

記
憶
を
積
み
重
ね
て
生
き
て
い
る
。
そ
の
１

ペ
ー
ジ
を
開
き
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

平
成
21
年
度
企
画
展
と
し
て
の
松
戸
市

立
博
物
館
の
「人
生
儀
礼
の
世
界
」展
は
、

人
を
過
去
に
引
き
戻
し
た
。

金
婚
式
も
喜
寿
の
祝
い
も
な
く
、
い
き

な
りⅢ
葬
送
の
儀
礼
。
実
物
大
の
六
道

さ
ん
が
四
人
、
棺
桶
を
担
い
で
出
て
き
た

の
に
は
驚
き
、
心
胆
寒
か
り
し
。
さ
ら
し

の
白
い
半
て
ん
と
股
引
、
白
足
袋
に
わ
ら

じ
ば
き
、
葬
式
の
こ
と
を
ト
ム
ラ
イ
、
ジ
ャ

ン
ボ
ン
と
言
っ
た
こ
ろ
の
復
元
。
葬
列
を

組
ん
で
野
辺
送
り
、
土
葬
の
時
代
。
六
道

は
家
の
並
び
順
や
組
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

墓
穴
を
掘
り
、
棺
桶
を
運
び
埋
め
る
。

こ
れ
で
、
こ
の
世
か
ら
抜
け
て
終
わ
り

の
は
ず
だ
が
、Ⅳ

描
か
れ
た
あ
の
世
を
見

せ
て
く
れ
る
。
地
獄
極
楽
図
が
広
げ
ら

れ
、
死
者
を
裁
断
す
る
閻
魔
大
王
の
前

に
引
き
出
さ
れ
る
。
十
王
像
が
並
ん
で
い

る
。
そ
っ
と
過
ぎ
去
る
の
は
悪
い
。
手
を

合
わ
せ
よ
う
か
。
誕
生
ー
結
婚
ー
葬
送

の
儀
礼
を
従
順
に
通
過
し
て
き
た
の
に
、

あ
の
世
ま
で
。
博
物
館
は
厳
し
い
。
南
無

阿
弥
陀
仏
。
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
く
の
に

五
七
日
（死
後
35
日
）か
か
る
。

ま
だ
、Ⅴ

人
の
一
生
が
あ
っ
た
。
衣
食

住
の
意
味
を
考
え
る
。
白
い
着
物
、
ぼ
た

餅
の
役
割
、
公
の
部
屋
で
行
う
祝
言
や

葬
式
な
ど
。
地
域
を
あ
げ
て
行
っ
た
。

（左から）振り袖 江戸褄 振り袖 昭和初期から２０年代にかけての農家の
祝言では、黒の裾模様の入った江戸褄の着物を着ての嫁入りが多かったという

人
が
生
ま
れ
、
成
人
し
て
結
婚
、
や
が
て
死

を
迎
え
、
先
祖
と
な
る
。
そ
の
一
生
の
儀
礼
を

昭
和
初
期
か
ら
30
年
代
ま
で
に
行
わ
れ
て
い

た
松
戸
地
域
の
農
村
や
町
場
で
調
査
し
て
来

た
人
生
儀
礼
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ

出
産
と
育
児
の
儀
礼

市
川
市
手
児
奈

霊
堂
の
安
産
祈
願
、
待
道
講
、
子
安
観
音
が

紹
介
さ
れ
、
出
産
へ。
産
婆
か
ら
助
産
婦
に
変

わ
っ
た
時
代
の
卒
業
証
書
と
出
産
器
具
が
展

示
さ
れ
る
。
誕
生
ー
宮
参
り
。
オ
ビ
ア
キ
、
オ

ビ
ヤ
ア
ケ
な
ど
と
言
い
、
男
女
の
区
別
な
く
生

後
21
目
。
女
児
は
33
日
目
の
と
こ
ろ
も
。
初

節
句
ー
七
五
三
な
ど
の
祝
い
着
の
色
彩
が
き

れ
い
。
続
き
は
早
く
もⅡ

結
婚
の
儀
礼

嫁
入

り
道
具
を
積
ん
だ
オ
ー
ト
三
輪
が
登
場
。
結

婚
式
は
祝
言
と
い
い
、
農
閑
期
に
挙
げ
る
の
が

一
般
的
だ
っ
た
。
夫
婦
の
盃
に
酒
を
注
ぐ
の
は
、

男
の
子
の
オ
チ
ョ
ウ
（雄
蝶
）、
女
の
子
の
メ

チ
ョ
ウ
（雌
蝶
）だ
っ
た
。

やはり人生は短いことを実感

５つのシーンで紹介

２版


